
                                                 

                         

 

                               

 

 

 

 

  

 

  

一年間、ありがとうございました 
子どもたちは学校行事や、委員会・クラブ活動を通して、高学年と

しての自覚をもって活動することの大切さを学ぶことができました。

残り１か月、最高学年への準備とともに、５年生としての一日一日を

大事にし、充実した学校生活を送ってほしいと願います。 

保護者の皆様には、この１年間様々なところでご協力をいただ

き、担任一同心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和５年度３月号  
名古屋市立玉川小学校 ５年学年だより 

国  語 ・みすゞさがしの旅―みんなちがって、みんないい  

・国語の学習 これまで これから 

社  会 ・環境を守るわたしたち 

算  数 ・変わり方 ・表を使って考えよう（２） ・わくわく算数ひろば 

     ・もうすぐ６年生 

理  科 ・生命のつながり〔４〕人のたんじょう 

音  楽 ・わたしたちの表現 

図画工作 ・ミラクル！ミラーステージ 

家  庭  ・５年生のまとめ 

体  育 ・バスケットボール ・タグラグビー 

外 国 語 ・Who is your hero？ Check Your Steps3 

道  徳 ・くじけないで ・生きる喜び 

総  合 ・福祉について考えよう 

 

給食費           ４，４００円 

合  計         ４，４００円 

＋ＰＴＡ会費（３月分） 

 

３月の集金 

※ ３月５日（火）が引き

落とし日となります。残

高をご確認ください。 

３月の学習予定 

【教科書やノートについて】 
以下の教科書や学習ノートは、６年生で引き続き使用します。なくさないように保管してく

ださい。 

○ 社会科の地図帳  ○ 家庭科の教科書・学習ノート 
 ○ 保健の教科書   ○ 図画工作科の教科書 ○ PICTURE DICTIONARY 

※ 学年末に、ＰＴＡから進級祝いとして、５ミリ方眼ノートが配布されます。 

【学習用具について】 
以下の用具も、６年生で引き続き使用しますので、点検・補充をお願いします。 

 ○ 習字用具    ○ 絵の具セット    ○ リコーダー 
 ○ 裁縫セット    ○ 道具箱 
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【卒業式準備と卒業式について】  

 ○ ３月１８日（月）は、５年生は卒業式準備のため、下校が１４時３０分となります。 

 ○ ３月１９日（火）の卒業式には、５年生は出席しません。（家庭学習日です） 

【春休みの過ごし方について】 

 ５年生の復習が進んでできるとよいと思います。春休み中もタブレットを持ち帰りますので

キュビナやドリルを活用して復習するとよいと思います。 

※  タブレットは、新担任から連絡があるまでは、自宅保管でお願いします。 

【来年度当初の予定について】 

４月 ５日（金） 引き落とし日 

入学式準備 ８時５０分～９時の間に登校（分団登校ではありません） 

１０時３０分下校 

              【持ち物：上靴、黄色い帽子、水筒】 

８日（月） 入学式（家庭学習） 

９日（火） 着任式・始業式（１０時４５分下校） 

１０日（水）・１１日（木） 

Ａタイム３時間授業（１１時４５分下校） 

１２日（金）給食開始 

【始業式について】 ４月９日（火） 

○ 登校    通常通り分団登校 

○ 持ち物   筆記用具、連絡帳、上靴、体育館シューズ、防災頭巾 

○ 下校    １０時４５分一斉下校 

 

学習の様子  「総合～福祉について考えよう～」 
２月１日（木）に、盲導犬体験を行いました。アイマスクを使って視界を遮り、ボールを

隣の人へ送ったり、紙に自分の名前を書いたりしました。視覚に障がいのある方が、どのよ

うな活動で困難を感じるのかやその支援の仕方を学ぶことができました。 

また、視覚に障がいのある方が暮らしやすくするための道具がたくさんあることを知り、

福祉についての視野が広がりました。 

今後も、全ての人が暮らしやすい社会を実現するため、一人一人が福祉に対する理解を深

め、相手の立場や状況を考えて行動する「思いやりの心」を育ててほしいです。 

アイマスクを着けてボールを隣の人へ送っている様子 盲導犬と椅子を探している様子 
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